
年 度   　令 和 5 年 度　 課長 精算者 設計者

工 事 番 号

着 工 番 号

  請　負　　単価契約

当初設計金額 円 円 円 　　円

変更設計金額 円 円 円 　　円

増    　 減 円 円 円 　　円

年　　月　　日

単　　価　　契　　約

工 事 期 限

施工方法及び

工 事 名 称 浄化センター・ポンプ場処理施設浚渫工事（単価契約）

・マンホールポンプ施設

工 事 概 要

　浚渫工事　　１式

・谷八木ポンプ場

・江井島ポンプ場 ・西岡ポンプ場

・船上浄化センター

増       減

消費税相当額                   変更請負金額 消費税相当額

消費税相当額消費税相当額 当初請負金額

                   

工　　　事　　　設　　　計　　　書

施 工 箇 所 二見浄化センター（明石市二見町南二見３）ほか

下 水 道 事 業

精 算 年 月 日

施 工 理 由

設 計 年 月 日 年　　月　　日

令和５年４月１日から
令和６年３月31日まで

・朝霧浄化センター

・朝霧ポンプ場 ・林ポンプ場

対象施設

増       減 増　 　　減

係長

・大久保浄化センター

・藤江ポンプ場

・二見浄化センター



数　　　　　量 単　位 単　　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　　　　　　考
処理施設浚渫工事

工事価格

超高圧洗浄車

1 人

1 台

1 台

1 台

1 台

1 台

1 台

1 台

工　事　費　内　訳　書
費目・工種・施工名称など

交通誘導員

強力吸引車（４ｔ）

特殊強力吸引車（１０ｔ）

大型特殊強力吸引車（１０ｔ）

高圧洗浄車

クレーン付トラック

仮設排水ポンプ（φ１５０）

明　石　市



数　　　　　量 単　位 単　　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　　　　　　考

[合計]工事価格

消費税相当額

総　　計

工　事　費　内　訳　書

1 台

1 台

1 台

費目・工種・施工名称など

指定処分場・強力吸引車（４ｔ）

指定処分場・特殊強力吸引車（１０ｔ）

指定処分場・大型特殊強力吸引車（１０ｔ）

明　石　市
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第１章 総則 

 

 第１節 適用範囲 

本仕様書は、下記の浚渫工事に適用する。 

 

 １．工事場所  明石市 

   (対象施設)  朝霧処理区（朝霧浄化センター、朝霧ポンプ場） 

         船上処理区（船上浄化センター、林ポンプ場） 

         大久保処理区（大久保浄化センター、谷八木ポンプ場、藤江ポンプ場） 

         二見処理区（二見浄化センター、江井島ポンプ場、西岡ポンプ場） 

         市内マンホールポンプ施設 

          

  ２．工事名   浄化センター・ポンプ場処理施設浚渫工事（単価契約） 

 

  第２節  法令等の遵守 

  １．受注者は、工事を施工するに当たり、下記に掲げる法律及びその他の関係法令、条例、規則等並び

に当市が他の企業等と締結している協定を遵守すること。 

  1)労働基準法                 (昭和22年法律第  49号)及び同法関連法規 

  2)労働者災害補償保険法       ( 〃 22    〃    50〃)        〃 

  3)港則法                     ( 〃 23    〃   174〃)        〃 

  4)消防法                     ( 〃 23    〃   186〃)        〃 

5)緊急失業対策法             ( 〃 24    〃    89〃)        〃 

6)建設業法                   ( 〃 24    〃   100〃)        〃 

7)建築基準法                 ( 〃 25    〃   201〃)        〃 

8)文化財保護法               ( 〃 25    〃   214〃)        〃 

9)港湾法                     ( 〃 25    〃   218〃)        〃 

10)毒物及び劇物取締法        ( 〃 25    〃   303〃)        〃 

11)道路法                    ( 〃 27    〃   180〃)        〃 

12)下水道法                  ( 〃 33    〃    79〃)        〃 

13)中小企業退職金共済法      ( 〃 34    〃   160〃)        〃 

14)道路交通法                ( 〃 35    〃   105〃)        〃 

15)河川法                    ( 〃 39    〃   167〃)        〃 

16)公害対策基本法            ( 〃 42    〃   132〃)        〃 

17)騒音規制法                ( 〃 43    〃    98〃)        〃 

18)廃棄物の処理及び清掃に関する法律( 〃 45    〃   137〃)        〃 

19)水質汚濁防止法            ( 〃 45    〃   138〃)        〃 

20)労働安全衛生法            ( 〃 47    〃    57〃)        〃 

21)振動規制法                ( 〃 51    〃    64〃)        〃 

22)明石市環境保全条例        ( 〃 48年条例第47号  )        〃 

23)酸素欠乏症等防止規則      ( 〃 47労働省令第42号)        〃 



２．使用人に対する諸法令等の運用、適用は受注者が費用を負担し責任を持って行うこと。なお、建設

業退職金共済組合制度及び建設労災補償共済制度に伴う費用(掛金)の必要相当分は契約金にふくまれ

ているのでその運用については、受注者の責任において行うこと。（入札のしおり第２２条関係） 

 

第３節  手続き及び提出書類 

１．受注者は、必要な場合には、契約締結後すみやかに道路使用、工事中の道路交通について、関係官

公署（道路管理者、警察署長、消防署長等）に届け出て、許可を受けなければならない。 

２．受注者は、契約締結後すみやかに次の書類を提出し承諾を受けた後着手すること。 

（１）工事着工届（入札のしおり第23条関係、契約締結後10日以内） 

（２）工程表    （            〃              ） 

（３）緊急時連絡先(平時、夜間休日) 

（４）使用機械一覧 

（５）第二種酸素欠乏危険作業主任者一覧 

（６）工事の一部を下請け人に行わせる場合は、下請け人届、再委託契約書 

（７）産業廃棄物運搬許可書（兵庫県、神戸市、姫路市） 

３．提出した書類の内容を変更する必要が生じたときは、ただちに変更届を提出すること。 

４．受注者は、工事日報を作成し、工事終了後提出すること。 

５．工事中に、下水道各種施設の異常箇所を発見したときは、速やかに書面にて報告すること。 

６．工事が完了し、工事費を請求するときは、速やかに次の書類を提出すること。 

（１）工事完成届 

（２）工事写真 

（３）支払請求書及び明細書 

（４）汚泥投棄検量書 

（５）マニフェスト 

（６）その他監督員が指示するもの 

 

第４節  損害賠償及び補償 

１．受注者は、下水道工作物に損傷を与えたときは、ただちに監督員に報告し、その指示によるととも

に、すみやかに、原形に復旧しなければならない。 

２．受注者は、工事に当たり万一注意義務を怠ったことにより、第三者に損害を与えたときは、その復

旧及び賠償の全責任を負うものとする。 

 

第５節  工程管理 

１．受注者は第３節にある工程表に従い、あらかじめ監督員と協議し実施工程表を作成し提出すること。 

２．工程管理は、前項の実施工程表により適正に行うこと。 

３．予定の工事工程と実績とに差が出た場合は、必要な措置を講じて工事の円滑な進行を図ること。 

４．工事実施の都合上、祝祭日、休日または夜間の工事を行う必要がある場合は、あらかじめその工事

内容、工事時間等について、監督員の承諾を得ること。 

５．本工事は、稼働中施設内での作業であり、工事施工に当たっては、運転に支障なきよう監督員と調

整を行うこと。 

 



第６節  工事写真 

１．工事前、浚渫等の工事中、終了後、それぞれの状況を撮影すること。 

２．写真には、工事名、場所、その他必要事項を明記した黒板を入れて撮影すること。 

３．写真は台帳に整理して、説明書きを記入すること。 

４．浚渫日毎の工事用車両の写真（車両ナンバープレートが確認できる全景写真） 

５．投棄場所の写真 

 

第７節  疑義 

  受注者はこの仕様書に明記されていない場合でも、工事の実施上当然必要な事項は監督員の指示に従

って、受注者の負担により施行する。 

  なお、疑義を生じた場合は明石市と受注者とが協議するものとする。 



第２章 安全管理 

 

第１節 保安設備の設置及び現場管理 

１．工事中は、安全施設標準図に準拠するとともに、現場環境に対応した十分な保安設備を施すこと。 

２．現場内の整理整頓、その他現場管理には細心の注意をはらうこと。 

 

第２節 作業員の安全管理 

１．受注者は、この工事に当たっては常に細心の注意をはらい、滞留する有毒ガスあるいは酸素欠乏等

に対しては、十分な事前調査及び対策を講じ、事故の防止及び作業員の安全を図ること。 

 ２．この工事に当たって、下水道工作物またはガス管等の付近では絶対に裸火を使用してはならない。 

 ３．工事に使用する器材は、常に点検し、完全な整備をしておかなければならない。 

 ４．万一事故が発生したときは、緊急連絡体制にしたがい、直ちに監督員および関係官公署に報告する

とともに、すみやかに必要な措置をとること。 

 ５．ヘルメット、安全帯を着用して作業を行うこと。 

 

  第３節 交通誘導員の資格等 

  

１．本工事に配置する交通誘導員は、原則として交通誘導員Ａ，Ｂを配置することとする。 

   交通誘導員Ａ，Ｂの定義は次のとおり。 

（資格と資格要件） 

  交通誘導員Ａ： 警備業者の警備員（警備業法第２条第４項に規定する警備員をいう。） 

         で、交通誘導警備業務（警備員等の検定等に関する規則第１条第１項第４ 

         号に規定する交通誘導警備業務をいう。）に従事する交通誘導警備業務に 

         係る１級検定合格警備員又は２級検定合格警備員 

  交通誘導員Ｂ： 警備業者の警備員で、交通誘導員Ａ以外の交通の誘導に従事するもの 

 

 ２．受注者は、交通誘導員として交通誘導警備検定合格者を配置した場合、交通誘導警備検定合格証（ 

  写し）を監督員に提出するものとする。 

   受注者は、交通誘導員として交通誘導に関し専門的な知識及び技能を有する警備員を配置した場合、 

  交通誘導に関し専門的な知識及び技能を有すると確認できる次の資料の何れかを監督員に提出するも

  のとする。 

   ・警備員指導教育責任者資格者証（写し） 

・指定講習修了証明書（写し） 

・警備業法施行規則 第二十六条第二項に定める基本教育、及び同条第２項、第３項に定める業務 

    別教育（警備業法第二条第一項第二号の警備業務）を受講したことを証明する警備員名簿及び教

    育実施状況等の写し、及び交通誘導に関する警備業務に従事した期間（実務経験）が１年以上 

   であることを証明する書類。 



第３章 浚渫特記仕様 

 

第１節 一般事項 

１．受注者は、工事箇所を事前に監督員に連絡すること。 

２．工事に当たっては、保護措置を講じ、下水道工作物に損傷を与えないよう、十分留意すること。 

３．工事に当たり仮締め切りを必要とする場合は、監督員の承諾を得ること。この仮締め切りは、上流

に溢水が起きない構造で、かつ工事中の安全が確保されるものとする。 

４．受注者は、工事に当たり地元住民等に迷惑のかからぬよう、騒音、振動、悪臭等の防止に努めるこ

と。 

５．受注者が、監督員の指示に反して工事を続行した場合、および監督員が事故防止上危険と判断した

場合等には、工事の一時中止を命ずることがある。 

６．工事に当たり、周辺を汚染させたときは、工事終了の都度洗浄清掃すること。 

７．工事終了後は、すみやかに使用機器、仮設物等を搬出し、工事場所の清掃に勤めること。 

 

第２節 浚渫工事 

１．土砂流出防止 

   工事に当たっては、下流側に土砂をできる限り流出させないよう作業を行うこと。 

２．土砂の運搬 

  水分の多い土砂については、監督員の指定する場所に水切等の処置をし、途中漏落しないような措

置をとること。 

  運搬車の使用に当たっては、土砂の流出、飛散および悪臭の漏れるおそれのないような構造の車を

使用すること。 

３．発生土砂の処分地の指定 

  処分地は市の指定する処分場とする。積算は約４０ｋｍの運搬時間と排出に係る時間を見込んでお

こなっている。 

      

第３節  浚渫箇所と車両台数 

（１） 浚渫箇所及び車種、台数は、市監督員が指定するものとする。 

（２） 受注者は指定された浚渫箇所を、事前に現地調査の上、車種、台数に疑義のある場合は、

市監督員に事前に申し出を行い、監督員と協議の上、車種、台数を決定すること。 

（３） 施工中にやむを得ず増車が必要となった場合は、すみやかに監督員に報告し、増車の許可

を得ること。 

（４） これらの協議事項は議事録を作成すること。 

   



第４章 その他 

第１節 工事の完了 

  浚渫工事により発生した土砂は、確実に施設外に搬出し、処分されたことを「マニフェスト」「検

量書兼領収書」により確認を行う。 

 

第２節 投棄料 

  投棄場所までの搬送は本工事に含むものとし、投棄料は市負担とする。ただし明石市発注の下水道

施設浚渫工事による土砂、汚泥等のみとし、それ以外の持ち込みの「マニフェスト」「検量書兼領収

書」とは、明確に区分するものとする。不明確な点があれば、受注者の責任において、その投棄料を

弁済するものとし、悪質な場合においては当請負契約を破棄するものとする。 

 

第３節 車種の定義と使用箇所および年間台数（参考） 

   （１）強力吸引車     汚泥タンク容量 ２ｍ3以上 吸引風量 ２０ｍ3/min以上 

                使用箇所（参考）朝霧浄化センタースカムピット 

                        谷八木ポンプ場沈砂池 

                        マンホールポンプ施設ほか 

令和5年度使用予定台数（参考）２１台 

  （２）特殊強力吸引車   汚泥タンク容量 ８ｍ3以上 吸引風量 ４０ｍ3/min程度 

                使用箇所（参考）市内全域 

                令和5年度使用予定台数（参考）２０台 

   （３）大型特殊強力吸引車 汚泥タンク容量 ７ｍ3以上 吸引風量 ６０ｍ3/min以上 

                ただし、特殊強力吸引車を用いて、空気圧縮機の送気をする場合や、 

                他車の連結による能力増大を行った場合は当該車両１台とみなす。 

                使用箇所（参考）大久保浄化センター汚水沈砂池 

二見浄化センターポンプ井ほか 

                令和5年度使用予定台数（参考）６台 

   （４）高圧洗浄車     吐出圧 ２０ＭＰａ程度、給水車含む 

                使用箇所（参考）市内全域 

                令和5年度使用予定台数（参考）２１台 

   （５）超高圧洗浄車    吐出圧 ５０ＭＰａ程度 給水車含む 

               使用箇所（参考）市内全域 

               令和5年度使用予定台数（参考）４台 

（６） ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ     使用箇所（参考）市内全域 

令和5年度使用予定台数（参考）１５台 

      

なお、使用台数は参考数値であり、今年度の台数を保障するものではない。 

 

第４節 浚渫積置料 

  浚渫した翌日に投棄場所へ浚渫土砂を投棄する場合に適用するものとする。ただし、現地調査不足、

車両能力不足による、作業時間の延長が原因で翌日投棄する場合は、本支払いを適用しない。 

 



第５節 工事費の定義 

（１） 現地作業は、市の作業時間に準ずる。尚、当日に投棄にする場合の投棄に必要な時間は当

該単価に含まれるものとする。 

（２） 夜間（２２時から翌日６時）の作業単価は契約書に定める単価の１．５を乗じた額とする。 

（３）  市の責任における超過作業が発生した場合は、契約単価を８で除した値に１．２５を乗じ

た額を超過した時間単価とする。 

（４） 施工予定日が、天候不良、災害、不慮の汚水量増加等により、実施不可能になった場合は、

支払義務が発生しないものとする。ただし、実施可不可の判断は当日９時を目処とする。 

（５） 市の定める施工範囲を、施工努力により作業時間の短縮した場合は、減額対象としない。 

（６） その他、本規定に定めのない事項については、監督員と協議の上、決定するものとする。 

 

第６節 現場代理人 

  本浚渫工事において、現場代理人は非専任とし、他工事との兼務を認める対象工事とする。 



01

駐　車　場

朝霧駅前郵便局

敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷
地

境
界

線

敷地境界線

敷地境界線

敷地境界線

狩　口　川

西
神

戸
野

島
線

55

放流渠

汚水沈砂池

分水槽
最初沈殿池

最終沈殿池

ｴｱﾚｰｼｮ
ﾝﾀﾝｸ

敷
地
境
界
線

西神戸野島線54

脱水ケーキ貯留バンカー

流入管HPφ800

放流管HPφ700

基　準 レベル基準　ＴＰ

用　途

規　格 第３角法

図面名称 処理区 朝霧処理区

場　所 朝霧浄化ｾﾝﾀ-

施　設

図　面

設　備

番　号

縮　尺
工　種

原図管理

下　水　道　部明石市公共下水道　　施設図面

TEL   078-912-1111

1/300

一般平面図

共通

土　木

西暦　　年　月　日記　号

　　年　月　日

2001年12月25日

記　　　　事 作図・設計者

地下燃料ﾀﾝｸ

ケーキ搬出室

ko_maeda
タイプライタ
室



明　石　川

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト

テ
ト

ラ
ポ

ッ
ト

車　　庫

自転車置場（車庫）

雨水沈砂池

浮上濃縮

雨水ポンプ棟

反応タンク

最終沈殿池

雑用水ポンプ室

脱水機室

重力濃縮

最初沈殿池

塩素混和池

汚水沈砂池

管理本館敷地境界線

記　号

基　準

規　格

記　　　　事

レベル基準　ＴＰ

第３角法

作図・設計者

用　途

処理区

図　面

番　号

縮　尺

明石市公共下水道　　施設図面 下　水　道　部

図面名称

原図管理

場　所

施　設

設　備

工　種

TEL   078-934-8861

2004年 3月25日

西暦　年　月　日

一般平面図（１）

土木１／５００

船上処理区

船上浄化センタ－

共通
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管理本館

スクリーン池施設

危険物倉庫

調
整

池
分

水
管

φ
7
0
0

汚
水

導
水

管
φ

90
0

調整池返送管φ800

終沈流出管φ1100

返流水管φ700

流
入

管
φ

9
0
0

放流管φ1100

放流管φ900

プロパン庫

敷地境界線

敷地境界線

敷地境界線

敷地境界線

敷
地

境
界

線

場内ポンプ場施設

汚水調整池施設
浮上濃縮施設

ろ過･滅菌施設

機械棟

(最初沈殿池)

水処理施設

基　準

規　格

レベル基準　ＴＰ

第３角法

用　途

処理区

図　面

番　号

縮　尺

図面名称

場　所

施　設

設　備

工　種

大久保処理区

1/500

大久保浄化センター

土　木

原図管理

明石市公共下水道　　施設図面 下　水　道　部

西暦　　年　月　日記　号 記　　　　事 作図・設計者

共　通

TEL   078-934-8861

一 般 平 面 図

(反応タンク) (最終沈殿池)

重力濃縮タンク

    年  月  日

　　年　月　日
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最初沈殿池

△

△

正門

敷地境界線
敷

地
境

界
線

敷
地

境
界

線

通用門

記　　　　事

用　途

処理区

作図・設計者

二見処理区

二見浄化センタ－

共　通

場　所

施　設

設　備

工　種

原 図 管 理

TEL   078-934-8861

下　水　道　部

敷地境界線

西暦    年　月　日

明石市公共下水道　　施設図面

レベル基準　ＴＰ

図 面 名 称

記 号

基 準

規 格 第３角法

番 号

図 面

縮 尺 Ｓ＝１／６００

汚泥ポンプ室

塩素混和池

最終沈殿池

エアレ－ションタンク

着水井

汚泥処理棟

場内ポンプ場施設

浮上濃縮施設

重力濃縮施設

機械棟

管理本館

汚水調整池施設

ガスタンク

汚泥消化タンク施設

汚泥消化タンク
機械棟

流入渠φ2500

一  般  平  面  図

放流渠φ2200

汚泥焼却炉施設

雨水放流管φ1650

脱水ケーキ受槽上屋
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記　号

基　準

規　格

記　　　　事

レベル基準　ＴＰ

第３角法

作図・設計者

用　途

処理区

図　面

番　号

縮　尺

明石市公共下水道　　施設図面 下　水　道　部

図面名称

原図管理

場　所

施　設

設　備

工　種

TEL   078-934-8861

2004年 3月25日

西暦　年　月　日

一般平面図（１）

場内ポンプ場施設

1/300 土木

朝霧処理区

朝霧ポンプ場

5.7
0

3.0
0

2.8
0

2.6
8

2.7
6

2.85

2.8
0

2.8
5

2.15
2.30

2.30

2.85

2.8
0

至
明
石
市
役
所

瀬
戸
内
海

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト

0.0
0

至
須
磨

山 田 自 動 車

谷
  
口

空
  
家

谷
  
口

高
  橋

西
  
林

森

4.00

N

至　明石

附　近　案　内　図

国道２号線

国道２８号線

Ｎ

朝霧ポンプ場

申請地

至　神戸

ＪＲ朝霧駅

朝霧川

ポンプ井

沈砂池

朝 霧 川
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山 陽 電 鉄

国道２５０号

林崎漁港

林崎駅

φ
7
0
0

汚
水

流
入

管

汚
水

圧
送

管
 
 
φ

4
5
0

雨水放流渠

φ
1
6
0
0

合
流

流
入

管

M

護 岸 保 全 地 域

M

M

正門

市
 
道

 
林

 
船

 
上

 
8
3
 
号

 
線

通用門

市 道 林 船 上 15 号 線 通用門

M

漁 港 区 域

敷
地

境
界

線

M

レベル基準　ＴＰ

第３角法

下　水　道　部

西暦　　年　　月　　日

明石市公共下水道　施設図面

記　号

基　準

規　格

記　　　　事 作図・設計者

用　途

処理区

図　面

番　号

縮　尺

図面名称

場　所

施　設

設　備

工　種

原図管理

2005年 3月 10日

TEL   078-934-8861

船上処理区

林ポンプ場

ポンプ場

土木・建築１／２００

一般平面図
林ポンプ場

付近見取図  １：１００００

明石市林３丁目、林崎３丁目

電気室

監視室 ポンプ室 雨水沈砂池

汚水沈砂池

土
壌

脱
臭

装
置
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御崎神社

藤
　
　
江
　
　
川

敷地境界

H.H

敷地境界

レベル基準ＴＰ

Ｓ＝１／４００

明石市公共下水道　　施設図面

縮 尺

図 面

番 号

記号

規 格

図面名称

基 準

西暦　年　月　日

第３角法

ＴＥＬ　０７８－９１２－１１１１

下 水 道 部

原図管理

工　種

設　備

施　設

藤江ポンプ場

記　　　　　事

処理区

場　所

用　途

大久保処理区

作図・設計者

Ｎ

藤
　
　
江
　
　
川

敷地境界

自家発電装置

敷地境界

レベル基準ＴＰ

Ｓ＝１／４００

明石市公共下水道　　施設図面

一般平面図

縮 尺

図 面

番 号

記号

規 格

図面名称

基 準

西暦　年　月　日

第３角法

共通

ＴＥＬ　０７８－９１２－１１１１

下 水 道 部

原図管理

工　種

設　備

施　設

藤江ポンプ場

記　　　　　事

処理区

場　所

用　途

大久保処理区

作図・設計者

Ｎ

　
ポ
ン
プ
制
御
盤

高圧受変電設備

ケー
ブル

トラ
フ(

200
B)

高圧電力引込柱

EB

ED(ELCB)

EA

ED

自家発制御盤

（銅板９００　１．５ｔ）

○
12
00
HP

○

○1350HP○

○1350HP
○

□1300×1200

○

圧送管DCIP○400 ○

吊上装置

流入管VU○400○

V
U
○

25
0

○

流入管VU○400○

4.40

4.00

3.72

3.90

3.50

3.47

3.55

3.54

3.75

4.00

3.90

3.80

3.70
3.70

3.90

3.90

3.80

3.90

3.90

3.30

3.30

4.00

4.40

4.42

4.11

3.66

3.56

4.38

3.15

HIVPφ20

VPφ20(d=0.6)

FEP30(d=0.6)

VPφ20

散水栓

散水栓
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ＫＢＭ＝４．９５４

馬 木

大 前-0.35

5.07

4.79

4.96

T.4

5.34 4.95
4.78

4.72

1.37

1.29

1.28

駐 車 場

アパート

福 寿

渡 辺

津 田

曽 我

5.37 6.02

2.54
3.30

5.77

3.01

2.79

4.06 4.77

3.41

2.54

2.66

2.72

2.63

1.36

1.47

山 本

F

１：２

戸 高

１
：

１
.
５

吐出会所

階段室

電気室

監視室
ホール

給気口

ポーチ

発電機室

汚水ポンプ施設

管理棟

雨水ポンプ施設

雨水流入管900mm

雨水放流管

レベル基準　ＴＰ

第３角法

下　水　道　部

大久保処理区

谷八木ポンプ場

西暦　　年　　月　　日

明石市公共下水道　施設図面

記　号

基　準

規　格

記　　　　事 作図・設計者

用　途

処理区

図　面

番　号

縮　尺

図面名称

場　所

施　設

設　備

工　種

原図管理

2005年 3月 10日 平成１６年度谷八木ポンプ場耐震診断委託

TEL   078-934-8861

雨水ポンプ施設他

土木・建築１／２００

一般平面図

谷

八

木

川

散気装置

山 田
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Ｎ

Ｋ２

Ｋ１

Ｋ４

Ｋ３

Ｋ５

Ｋ６ Ｋ７

正門

敷地境界線

敷
地

境
界

線

下  水  道  部
原図管理

図面名称

基 準

規 格

記 号

レベル基準  ＴＰ

第３角法

設  備

処理区

場  所

施  設

用  途

記        事西暦  年  月  日

場内ポンプ場施設

2005年 3月 10日

二見処理区

江井島ポンプ場

図 面

番 号

縮 尺
工  種

作図・設計者

明石市公共下水道 　 施設図面
TEL 078-934-8861

一般平面図・付近見取図

１／２００・５０００

根

川

ケ

住

吉

神
社

江井島港

江井ヶ島幼稚園

江

井

島

小

江井島ポンプ場

赤

附近見取図　１／５０００

Ｎ

敷
地

境
界

線

敷
地

境
界

線

敷地境界線

土木・建築

燃料小出槽

ダクト（給気）

ダクト
（排気）
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記　号

基　準

規　格

記　　　　事

レベル基準　ＴＰ

第３角法

作図・設計者

用　途

処理区

図　面

番　号

縮　尺

明石市公共下水道　　施設図面 下　水　道　部

図面名称

原図管理

場　所

施　設

設　備

工　種

TEL   078-934-8861

2004年 3月25日

西暦　年　月　日

一般平面図（１）

二見処理区

西岡ポンプ場

場内ポンプ場施設

土木

魚住

二見港

瀬

戸

川

錦浦小学校
八幡橋

東

二

見

橋

Ｎ

西岡ポンプ場

県道　明石高砂線

明姫幹線

ＪＲ山陽新幹線

山陽電気鉄道

位置図　S=1/10,000

瀬戸内海

敷地境界線

バレーコート

M

山
陽
電
気
鉄
道

県
道
　
明
石
高
砂
線

瀬　戸　川

電気室

雨水沈砂池

汚水沈砂池
操作室

ポンプ室

雨水流入管

水道引き込み

流入管（複断面）

1,650  L=11.70 1,650  L=16.60

DCTP   100

80
0 
 L
=1
5.
00

汚
水
流
入
管

9
0
0
 
 
L
=
7
.
7
8

汚水流入管 900  L=57.70

900  L=9.90

900  L=34.60

250
  L=

11.00

250  L=18.50

250  L=12.00 300  L=48.00

汚
水
圧
送
管
 φ

900 mm

35
0 
 L
=1
4.
70

3
5
0
 
 
L
=
2
6
.
7
0

80
0 
 L
=1
6.
80

雨水排水

敷地境界線

1/300・1/10,000
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23

1

49
10
56

7

8

11

14
15

16

12

13

17

22

19

20

21

25

23

24
18

26

施設名称 所在地

1 錦城ポンプ施設 上ノ丸３丁目１

2 狩口ポンプ施設 朝霧南町１丁目

3 大蔵八幡ポンプ施設 大蔵八幡１

4 大蔵海岸東部ポンプ施設 大蔵海岸通１丁目

5 山電側道１号ポンプ施設 天文町１丁目１

6 山電側道２号ポンプ施設 天文町１丁目６

7 本町ポンプ施設 中崎２丁目５

8 新明町ポンプ施設 新明町７

9 大蔵海岸ゲート室 大蔵海岸通２丁目

10 大蔵雨水ポンプ施設 大蔵町１３番

11 下二又ポンプ施設 大久保町江井島下二又

12 高丘ポンプ施設 大久保町大窪

13 堂屋敷ポンプ施設 大久保町松陰字堂屋敷

14 松陰新田１号ポンプ施設 大久保町松陰新田

15 松陰新田２号ポンプ施設 大久保町松陰新田

16 宮ノ下ポンプ施設 大久保町大久保町宮ノ先

17 西島大原ポンプ施設 大久保町西島大原

18 長坂寺１号ポンプ施設 魚住町長坂寺639-1

19 柳井ポンプ施設 魚住町金ヶ崎字柳井屋敷

20 中尾ポンプ施設 魚住町中尾居屋敷

21 清水水田ポンプ施設 魚住町清水新田

22 帝釈山ポンプ場 魚住町清水1866-1

23 清水王子ｹ上ポンプ施設 魚住町清水王子ｹ上

24 大窪大谷ポンプ施設 大久保町大窪

25 長坂寺2号ポンプ施設 魚住町長坂寺龍ノ池上668-1

26 西岡鴨台ポンプ施設
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